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横浜子ども会議 令和7年度テーマ 

    いじめをしない自分でいるために ～つながる、広げる、いじめの未然防止の輪～ 

校 長 芦垣 幸代 

8月28日に、横浜子ども会議港南区交流会がありました。子どもたちが「いじめ」を自分たちの問題

として捉え、だれもが安心して生活できる、いじめの起こりにくい子ども社会をつくろうとする意欲を

引き出すこと、児童生徒による「いじめ」に対する様々な話し合いや具体的な活動を通して、よりよい

生活や人間関係を築こうとする子どもの自主的・実践的な態度を育むことをねらいとして、横浜市で毎

年行われている子ども会議です。各学校で、子ども主体の未然防止の話し合いや取組を行いつつ、7月

に中学校ブロックでの各校代表児童生徒による話し合いを経て、夏休み明けに各区の全市立小中学校、

特別支援学校、高等学校の代表児童生徒が集まって意見交換をする交流会を行います。 

本校も、代表委員会で各クラスの取組を話し合い、代表児童2名が港南区の交流会に参加しました。 

はじめに、各校の取組を伝え合って感じたことや考えたことを交流し、その後、提示された事例につ

いて、視点をもって各自で考えた後、グループで意見交換をしました。 

事例は、三人は仲が良く、よく遊んでいたけれど、遊んだことなどがSNSで別の友達を介しながら伝

わったときに誤解が生じ、SNSで「調子に乗っている」と書き込みがされるというものでした。 

事例について「このような状況になってしまった原因はどこにあると思うか」「自分がそれぞれの立

場だったらどのように行動するか」などのポイントについて、グループで意見交換をしました。 

本校の児童も、グループの小中学生の話を身を乗り出して聞きながら、しっかりと考えたことを伝え

ていました。 

「周りに流されるのではなく自分の考えをもつことが大事だと思う。」 

「相手に聞く。コミュニケーション。『どういうこと？』と思ったことは聞くようにする。」 

「情報をうのみにしない。」「相手の価値観や個性も大事にする。」   

「うわさがまわってきても、すぐ誰かに言うのではなく心の中に留めておけばいいと思った。」 

「私たち小坪小の６年生は学校がもっとよくなるために『学校改革プロジェクト』の活動をしてい

る。その中に『あいさつ』がある。明るくあいさつができるとコミュニケーションも取りやすく

なると思う。続けたい。」 

夏休み明けの朝会で、代表で出席した二人が、話し合ったことや考えたこと、取り組んでいきたいこ

とを、全校に伝えてくれました。 

 

子どもたちの健全育成を図り、いじめを「しない」「させない」「見逃さない」安心できる社会をつ

くるために、学校、保護者、市民、関係機関等で連携、協働していく必要があります。今も保護者の皆

様が学校と連携し、お子さんの指導や支援をしてくださっています。そして、子どもも自らが安心して

豊かに生活できる社会や集団を築く一人として考えたり行動したりできるように育みたいです。さら

に、様々な場面で子どもの意見を聞き、計画や方針に反映することができるよう努めていきます。 

※本校のいじめ防止基本方針は小坪小学校のホームページに掲載されています。 


